









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   
                
設
立
委
員
会 
イ
ン
タ
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
準
備
委
員
会
オ
フ
・
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
検
討
委
員
会 
外
国
語
教
育
検
討
委
員
会
学
園
環
境
企
画
委
員
会 
 
学
生
援
助
活
動
実
施
委
員
会
学
生
相
談
室
運
営
協
議
会 
 
学
生
相
談
室
委
員
会
学
生
部
委
員
会 
 
学
長
候
補
者
選
挙
管
理
委
員
会
 （甲南法学’ １６）５６─３・４
学
長
辞
任
請
求
管
理
委
員
会 
 
教
育
・
研
究
基
金
管
理
委
員
会
教
職
課
程
委
員
会 
 
教
務
部
委
員
会
研
究
活
動
実
施
委
員
会 
 
グ
ロ
ー
バ
ル
栄
誉
奨
学
生
選
考
小
委
員
会
言
語
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
・
コ
ミ
ッ
テ
ィ 
現
代
講
座
委
員
会
広
域
副
専
攻
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会 
 
広
域
副
専
攻
セ
ン
タ
ー
協
議
会
講
堂
兼
体
育
館
運
営
委
員
会 
 
甲
南
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
応
委
員
会
甲
南
大
学
と
甲
南
高
等
学
校
・
中
学
校
と
の
協
議
会 
広
報
編
集
委
員
会
合
同
教
授
会 
 
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
協
議
会 
 
国
際
言
語
文
化
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
サ
イ
バ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
運
営
委
員
会 
 
サ
イ
バ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
協
議
会
自
己
点
検
・
評
価
運
営
委
員
会 
 
自
己
点
検
・
評
価
個
別
委
員
会
自
己
点
検
・
評
価
調
査
委
員
会 
 
自
己
点
検
・
評
価
調
整
委
員
会
自
己
点
検
評
価
・
学
生
援
助
活
動
実
施
委
員
会 
自
己
点
検
評
価
・
研
究
活
動
実
施
委
員
会
自
動
車
問
題
委
員
会 
 
社
会
科
学
研
究
科
委
員
会
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
資
源
委
員
会 
 
傷
害
見
舞
委
員
会
情
報
教
育
セ
ン
タ
ー
協
議
会
新
学
友
会
館
建
設
実
行
委
員
会 
新
５
号
館
学
習
情
報
環
境
整
備
委
員
会
新
４
号
館
建
設
実
行
委
員
会 
 
新
校
舎
建
設
委
員
会
人
権
問
題
委
員
会 
 
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
管
理
運
営
委
員
会
年　　　譜
（甲南法学’ １６）５６─３・４
全
学
共
通
科
目
連
絡
会
議 
 
大
学
会
議
長
期
計
画
推
進
委
員
会 
 
電
子
計
算
セ
ン
タ
ー
協
議
会
図
書
館
自
己
点
検
・
評
価
個
別
委
員
会 
図
書
館
商
議
員
会
西
校
舎
建
設
委
員
会 
 
日
本
育
英
会
甲
南
大
学
委
員
部
ハ
イ
テ
ク
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
協
議
会 
広
野
施
設
運
営
管
理
委
員
会
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
推
進
機
構
運
営
委
員
会 
法
科
大
学
院
設
置
委
員
会
補
導
協
議
委
員
会 
 
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
体
育
施
設
運
営
委
員
会
５
号
館
建
設
委
員
会 
 
６
号
館
建
設
委
員
会
〔
学
外
委
員
〕
一
九
八
一
年
四
月
〜
一
九
八
二
年
三
月　
日
本
政
治
学
会
文
献
委
員
会
委
員
二
〇
〇
六
年
四
月
〜
二
〇
〇
八
年
三
月　
大
学
基
準
協
会
、
審
査
委
員
二
〇
〇
七
年
四
月
〜
二
〇
〇
八
年
三
月　
大
学
基
準
協
会
、
評
価
委
員
（
全
学
）
〔
所
属
学
会
〕
日
本
政
治
学
会
（
一
九
七
六
年
〜
継
続
中
）
日
本
イ
ギ
リ
ス
哲
学
会
（
一
九
七
六
年
〜
継
続
中
）
政
治
思
想
学
会
（
一
九
九
四
年
〜
継
続
中
）
 （甲南法学’ １６）５６─３・４
〔
学
会
報
告
〕
「
ト
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ズ
の
神
の
観
念
」
一
九
七
八
年
三
月　
　
　
　
　
　
　
日
本
イ
ギ
リ
ス
哲
学
会
第
二
回
研
究
大
会
「
予
定
説
と
自
然
状
態
─
フ
ッ
カ
ー
と
ホ
ッ
ブ
ズ
」
一
九
九
七
年
三
月　
　
第
七
回
比
較
法
史
学
会
「
リ
チ
ャ
ー
ド
・
フ
ッ
カ
ー
の
初
期
宗
教
思
想
」
一
九
九
八
年
一
二
月　
　
日
本
イ
ギ
リ
ス
哲
学
会
第
二
三
回
関
西
部
会
〔
表
彰
〕
二
〇
一
一
年
四
月　
　
永
年
勤
務
に
よ
る
表
彰
（
二
〇
年
表
彰
）
甲
南
学
園
　
　
業　
績　
一　
覧
〔
著
書
〕
一
、
社
会
契
約
説
（
飯
坂
良
明
、
田
中
浩
、
藤
原
保
信
編
） 
 
共　
一
九
七
七
年
五
月 
新
評
論
二
、
ト
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ズ
研
究
（
田
中
浩
編
） 
 
共　
一
九
八
四
年
一
月 
御
茶
の
水
書
房
三
、
大
東
文
化
大
学
法
学
部
創
立
十
周
年
記
念
論
文
集 
 
共　
一
九
八
四
年
七
月 
有
斐
閣
四
、
憲
法
に
お
け
る
制
度
と
思
想 
 
 
共　
一
九
八
四
年
一
一
月 
成
文
堂
五
、
現
代
世
界
と
国
民
国
家
の
将
来
（
田
中
浩
編
） 
 
共　
一
九
九
〇
年
二
月 
御
茶
の
水
書
房
六
、
ト
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ズ
の
政
治
思
想 
 
単　
一
九
九
〇
年
一
一
月 
御
茶
の
水
書
房
七
、
政
治
と
宗
教
の
は
ざ
ま
で　
　
ホ
ッ
ブ
ズ
、
ア
ー
レ
ン
ト
、
年　　　譜
（甲南法学’ １６）５６─３・４
　
　
丸
山
眞
男
、
フ
ッ
カ
 ー
 
 
単　
二
〇
〇
九
年
二
月 
行
路
社
〔
論
文
〕
一
、
神
と
国
家　
─
ホ
ッ
ブ
ズ
政
治
哲
学
の
一
断
面 
 
単　
一
九
七
九
年
四
月　
イ
ギ
リ
ス
哲
学
研
究
第
二
号
二
、
ト
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ズ
の
歴
史
の
観
念 
 
単　
一
九
八
五
年
三
月 
大
東
法
学
第
一
二
号
三
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
法
理
論 
 
 
単　
一
九
八
八
年
三
月 
大
東
法
学
第
一
五
号
四
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
と
思
想
史
の
方
法 
 
単　
一
九
九
一
年
三
月
 
大
東
文
化
大
学
法
学
研
究
所
報　
第
一
一
号
五
、
ホ
ッ
ブ
ズ
と
戦
後
民
主
主
義 
 
 
単　
一
九
九
一
年
九
月 
歴
史
学
研
究
第
六
三
六
号
六
、
水
田
先
生
へ
の
手
紙
批
判
に
答
え
て 
 
単　
一
九
九
二
年
三
月
 
甲
南
法
学
第
三
二
巻
第
一
・
二
号
七
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
フ
ッ
カ
ー
の
思
想
的
出
立 
 
単　
一
九
九
七
年
四
月　
甲
南
法
学
第
三
七
巻
第
四
号
八
、
山
之
内
靖
先
生
へ
の
手
紙 
 
 
単　
一
九
九
七
年
一
二
月
 
甲
南
法
学
第
三
八
巻
第
一
・
二
号
九
、
予
定
説
と
自
然
状
態
─
ト
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ズ
と
キ
リ
ス
ト
教
的
人
間 
単　
一
九
九
八
年
一
二
月
 
「
歴
史
創
造
の
事
理
と
法
理
─
比
較
法
史
研
究
７
」　
未
来
社
一
〇
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
フ
ッ
カ
ー
の
初
期
宗
教
思
想 
 
単　
一
九
九
九
年
三
月
 
イ
ギ
リ
ス
哲
学
研
究
第
二
二
号
 （甲南法学’ １６）５６─３・４
一
一
、
政
治
と
宗
教
に
つ
い
て
の
─
考
察
─
 
千
葉
眞
氏
の
諸
研
究
に
よ
せ
て 
 
単　
二
〇
〇
三
年
三
月
 
甲
南
法
学
第
四
三
巻
第
三
・
四
号
一
二
、
私
の
丸
山
眞
男
体
験 
 
 
単　
二
〇
〇
六
年
一
一
月
 
甲
南
法
学
第
四
七
巻
第
二
号
〔
翻
訳
〕
一
、
ト
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ズ
「
第
一
原
理
に
つ
い
て
の
小
論
」 
 
単　
一
九
八
三
年
三
月
 
大
東
文
化
大
学
紀
要
第
二
一
号
二
、
Ｃ
・
Ａ
・
リ
ー
ズ
「
事
典　
政
治
の
世
界
」 
 
共　
一
九
八
七
年
二
月 
お
茶
の
水
書
房
三
、
Ｊ
・
Ｗ
・
Ｎ
・
ワ
ト
キ
ン
ス
「
ホ
ッ
ブ
ズ　
─
そ
の
思
想
体
系
」 
共　
一
九
八
八
年
六
月 
未
来
社
四
、
Ｓ
・
コ
ー
ル
バ
ー
グ
　
　
「
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
比
較
歴
史
社
会
学
」 
 
共　
一
九
九
九
年
六
月 
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
〔
書
評
〕
一
、
花
田
圭
介
編
『
Ｆ
・
ベ
ー
コ
ン
研
究
』 
 
単　
一
九
九
四
年
四
月
 
イ
ギ
リ
ス
哲
学
研
究
第
一
七
号
二
、
梅
田
百
合
香
『
ホ
ッ
ブ
ズ　
政
治
と
宗
教
─
「
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
」
年　　　譜
（甲南法学’ １６）５６─３・４
　
　
再
考
』　
新
た
な
ホ
ッ
ブ
ズ
像
の
構
築
に
向
け
て 
 
 
単　
二
〇
〇
七
年
五
月 
政
治
思
想
研
究
第
七
号
〔
そ
の
他
〕
一
、
無
数
の
小
人
に
よ
る
巨
人
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
の
扉
絵
に
よ
せ
て
』 
単　
一
九
七
九
年
七
月
 
新
聞
『
大
東
文
化
』
第
三
〇
八
号
二
、
緑
の
宇
宙
船
《
地
球
号
》
の
船
長
に
告
ぐ
！
　
　
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
１
（
矢
田
部
順
吉
編
）  
 
共　
一
九
九
一
年
五
月 
太
陽
出
版
三
、
緑
の
宇
宙
船
《
地
球
号
》
の
船
長
に
告
ぐ
！
　
　
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２
（
矢
田
部
順
吉
編
）  
 
共　
一
九
九
三
年
五
月 
太
陽
出
版
四
、「
西
洋
政
治
思
想
史
」 
 
 
単　
一
九
九
五
年
四
月
 
甲
南
大
学
法
学
部
『
法
学
・
政
治
学
へ
の
道
し
る
べ
』
五
、
初
々
し
い
藤
原
先
生 
 
 
単　
二
〇
〇
七
年
五
月
 
『
藤
原
保
信
著
作
集
』（
新
評
論
）
№
９
［
付
録
］
六
、
教
養
小
説
あ
る
い
は
「
憧
れ
」
の
す
す
め 
 
単　
二
〇
一
二
年
四
月
 
甲
南
大
学
図
書
館
報　
第
二
九
号
